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汚水処理の流れ
　汚水は、下水道が整備されると道路の下に埋まっている汚水管に
流すことができます。汚水は、汚水管を通って、下水処理場できれい
な水に再生し、中川へ放流されています。下水道の施設は、毎日休
まず動き続け、私たちが衛生的で快適に生活できるよう支えていま
す。また、施設の運営管理は、下水道使用料により賄われています。

　下水道は、家庭や事業所から出る「汚水」と地上に降った「雨水」
を集めて処理する施設です。今回は、汚水処理の流れについてお知
らせします。 問下水道課☎線２６２

下水道に接続するメリット
・汚水を道路側溝に排水しないため、悪臭や蚊の発生が軽減されま
す。
・正しく使用している場合、浄化槽のような点検はありません。
・川や海の水質が良くなり、水辺の環境保全に繋がります。
※下水道が使用できる区域は、市ホームページをご覧ください。区
域内の方は、早めに下水道への接続をお願いします。

９月１０日は「下水道の日」
～下水道に注目してみませんか～

●市のがん検診は６種類
検診名 対象者（令和6年3月31日時点）自己負担金 最終検診日

子宮頸
けい

がん
（2年に1回） 20歳以上の女性 1,700円 11月30日
乳がん（2年に1回）40歳以上の女性 1,740円 令和6年1月21日肺がん

40歳以上の方
300円

大腸がん 600円 11月30日
胃がん
【バリウム検査】※ 1,200円 令和6年1月21日
胃がん【内視鏡検
査】（2年に1回） 50歳以上の方 3,500円 12月20日
前立腺がん 50・55・60・65・70・75歳の男性 1,200円 11月30日
※前年度に胃がん検診（内視鏡検査）を受診した方は今年度受診で
きません。

がん検診を定期的に
受けましょう

　日本人の約２人に１人ががんになり、約３人に１人ががんで亡くなっ
ています。また、新たにがんと診断される方は年々増加しており、
埼玉県では年間５万人以上の方ががんと診断されています。
　がんが進行する前に検診で早期発見することが大切です。定期的
にがん検診を受診しましょう。 問保健センター☎９９５－３３８１

今年度、まだがん検診を受けていない方へ
　市の検診は、自費で検診を受けるよりもお得に受診できます。
また、胃・肺・乳がん検診（集団検診）は、土・日曜日も実施
日があります。
　例年、10・11月の検診は大変混み合います。定員に達した場
合、受診できない場合がありますので、申し込みはお早めにお
願いします。

　検診の内容や申し込み方法など詳しくは、市ホームページま
たは広報やしお9面の各種検診のお知らせでご確認ください。

　市民の皆さんからの市政についての意見・提案をまちづくりに生
かすため、市民の声ボックスを設置しています。

①投書用紙・郵送用封筒での投書
　市内の公共施設やコンビニエンスストアなどに設置している、投
書用紙に市政についての意見・提案を記入し、次の方法で投書して
ください。
・投書箱　市内公共施設に設置している投書箱に投書
・郵送　秘書広報課へ送付（備え付けの郵送用封筒は切手不要）
・ファクス　Ｆ９９５−７３６７へ送信
※設置場所は、市ホームページをご覧ください。
②インターネットでの投書
　市ホームページへアクセスし、「市民の声ボックス送信フォーム」
から送信

―①②共通―
　市民の声ボックスで回答を希望する場合は、必要事項（住所、
氏名、回答方法（電子メールまたは郵送）、電子メールで回答を
希望する場合はメールアドレス）を記載してください。
※必要事項に記載していない箇所がある場合は、個人の特定が
できないため、回答できません。

表１　投書内容
項　　目 件数

事務処理、業務の改善など 54
公園の管理・整備など 43
保育所、学童保育所、幼稚園などの管理運営および
子育て支援制度など 43

道水路・下水道の整備、維持管理など 37
まちの景観、住環境、空き家、施設の再利用など 35
その他 198

合　　計 410

表２　意見・提案などについての主な対応
意見・提案があった内容 意見・提案への対応

アスレチックが多い公園の設置要
望について

複合遊具やターザンロープなどが
ある大曽根小北さくら公園を開園
しました。

道路照明灯不点灯の修繕要望について 道路照明灯の修繕を実施しました。
下水道工事を行った箇所の舗装について 舗装の本復旧を実施しました。
りらーと八幡にWi-Fi設置の要望に
ついて

りらーと八幡に利用者向けのフリー
Wi－Fiを設置しました。

昨年度の声（投書）の内容など
　令和4年度に市に寄せられた投書は328件（のべ410件）でした。
投書内容は表１のとおりで、希望のあった230件の投書に回答しまし
た。また、市民の声ボックスに寄せられた意見・提案などについて
の主な対応は表２のとおりです。

問秘書広報課☎線３７３

市民の声ボックス
あなたの声をまちづくりに


